
市議会だよりの表紙写真を募集しています。
　　　　（詳しくは８ページをご覧ください）

9 月 定 例 会 の 概 要
　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か

ら
25
日
ま
で
の
25
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
「
令
和
元
年
度
越
谷
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

な
ど
32
件
の
市
長
提
出
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
同

意
、
可
決
ま
た
は
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

５
件
の
議
員
提
出
議
案
の
う
ち
４
件
を
可
決

し
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
で
は
、
６
月
定
例
会
に
引
き
続

き
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
や
会
期
日
程
に
つ

い
て
議
案
の
審
議
を
優
先
す
る
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
実

施
し
ま
し
た
。

※
定
例
会
の
日
程
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スマホ用アプリ「マチイロ」で
市議会だよりをご覧いただけます。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
整
備
へ

　
　
　―

 

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
財
産
の
取
得
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
６
８
０
０
セ
ッ
ト
を
子
ど
も
た
ち
へ ―

新型コロナウイルス
感染症対策を行いました

・出席者を必要最小限にした。一般
質問を行う日は、出席議員の入れ
替えをした。

・一般質問の発言時間は質問、答弁
で1時間を目途とした。質問者数
は、各会派の所属人数の半数を上
限とした。

・決算特別委員会の審査はこれまで
３日間だったが、３密を避けるた
め、執行部の出席者を入れ替えな
がら４日間で実施した。

〈本定例会から新たに実施した主な対策〉

９ 月 定 例 会

市議会の様子は、市議会ホームページからご覧いただけます。 越谷市議会 検索
http://www.city.koshigaya.saitama.jp/kurashi_shisei/gikai/

◇主な議案の内容 …………… ②③
◇審議結果 ……………………… ③
◇市政に対する一般質問 …… ④⑤
◇常任委員会の活動 …………… ⑥
◇特別委員会の活動 ………… ⑦⑧
◇市議会からのお知らせ ……… ⑧
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質
疑
お
よ
び
討
論
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
案
の
概
要
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
で

は
対
前
年
度
比
４
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

増
の
１
０
７
１
億
２
４
１
２
万
６
４

２
３
円
、
歳
出
で
は
対
前
年
度
比

４
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
０
１
７

億
５
９
５
７
万
４
９
８
２
円
で
し
た
。

　
９
つ
の
特
別
会
計
全
体
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
６
７
９
億
６
９
万
８
４

５
９
円
、
歳
出
が
６
５
７
億
６
０
３

８
万
７
０
０
７
円
で
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
の
う
ち
、
収
入
額
が

１
１
２
億
８
１
１
１
万
８
７
４
３
円
、

支
出
額
が
１
１
３
億
６
６
１
４
万
６

４
９
４
円
で
、
資
本
的
収
入
お
よ
び

支
出
の
う
ち
、
収
入
額
が
２
億
円
、

支
出
額
が
７
億
６
１
３
１
万
１
１
５

６
円
で
し
た
。
な
お
、
収
支
の
不
足

額
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

等
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
な
ら
び
に
病

院
事
業
会
計
決
算
認
定
の
11
議
案
に

つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
し

ま
し
た
。

※

委
員
会
に
お
け
る
主
な
審
査
の
内

容
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
「
決
算
特
別
委

員
会
の
活
動
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
議
案
質
疑

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
税
収
の
見

通
し
は
。

答　
令
和
元
年
度
決
算
は
増
収
と
な

っ
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
は
現
段

階
で
法
人
市
民
税
等
影
響
が
出
て
い

る
。
令
和
３
年
度
は
、
景
気
の
落
ち

込
み
に
よ
り
個
人
市
民
税
お
よ
び
法

人
市
民
税
に
お
い
て
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
交
付
額
が
決
定
し
た

普
通
交
付
税
な
ど
の
整
理
の
ほ
か
、

補
助
事
業
費
の
内
示
等
に
よ
る
国
県

支
出
金
、
繰
越
金
の
整
理
が
主
な
も

の
で
す
。
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
業
費
の

整
理
を
は
じ
め
、
財
政
調
整
基
金
や

公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
金

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

　
補
正
予
算
額
は
、
一
般
会
計
で
82

億
１
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
全
体

で
13
億
９
９
０
万
６
０
０
０
円
の
追

加
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
一

般
会
計
で
１
５
６
９
億
５
４
０
０
万

円
、
特
別
会
計
全
体
で
５
７
６
億
２

８
９
０
万
６
０
０
０
円
、
病
院
事
業

会
計
を
含
め
た
全
会
計
の
予
算
総
額

は
、
２
３
８
０
億
２
９
３
０
万
６
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
小
中
一
貫
教
育
制
度
の
利
点
は
。

答　
９
年
間
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
効
果
を
生
み
出
す

制
度
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
自
己
肯
定
感

の
高
揚
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

▽　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
小
中

一
貫
校
の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
等
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
３
学
園
構
想
に
つ
い
て

は
児
童
生
徒
へ
の
説
明
が
な
く
、
ま

た
保
護
者
へ
の
説
明
も
メ
リ
ッ
ト
ば

か
り
で
、
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
に
つ

い
て
記
述
が
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
た
も
の
と
は
言

い
難
い
た
め
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

▽　
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
の
基
本

計
画
策
定
支
援
業
務
等
委
託
料
は
、

小
中
一
貫
教
育
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

教
育
現
場
や
家
庭
、
地
域
、
社
会
の

変
化
に
対
す
る
認
識
の
不
十
分
さ
や
、

今
後
ど
の
よ
う
な
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
を

想
定
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
本
議
案
に
反

対
す
る
。

　
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を

取
得
す
る
に
あ
た
り
、
予
定
価
格
が
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
に
規
定
す
る
額
以
上
と
な
る
た
め
、

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
取
得
財
産
は
、

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
キ
ー

ボ
ー
ド
、
端
末
管
理
ソ
フ
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
２
万
６
８
０
０
セ
ッ
ト
、
大
型

提
示
装
置
が
８
０
４
台
で
す
。
価
格

は
、
19
億
９
９
５
８
万
円
で
、
契
約

の
相
手
方
は
、
富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
と
コ
ロ
ナ
対

策
の
関
係
性
お
よ
び
健
康
被
害
へ
の

懸
念
は
。

答　
臨
時
休
校
等
の
緊
急
時
に
は
、

端
末
を
貸
し
出
す
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
レ
ン
タ
ル
等
に
よ
り
ネ
ッ
ト
環
境

の
提
供
を
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
依
存
症
や
Ｉ
Ｔ
眼
症
等
に
つ
い

て
は
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
前
倒

し
に
よ
る
今
後
の
流
れ
は
。

答　
端
末
を
整
備
し
な
が
ら
３
段
階

の
研
修
を
あ
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
前
倒
し
に
よ
り
、
ま
ず
便

利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
を
す
ぐ

に
で
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
意
見
書
の
要
旨
等
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
議
案
は
、
畑
谷
茂
議
員
ほ
か

６
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
守
屋
亨
議
員
ほ
か

６
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
細
川
威
議
員
ほ
か

７
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
賛
成
討
論

▽　
性
暴
力
は
被
害
者
の
心
身
共
に

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
日
常
生

活
に
も
支
障
を
き
た
す
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
現
行
の
刑
法
は
、
国
際
水

準
か
ら
ま
だ
ほ
ど
遠
く
、
多
く
の
被

害
は
潜
在
化
し
、
加
害
者
は
野
放
し

に
さ
れ
て
い
る
。
現
状
を
打
開
す
る

た
め
、
被
害
者
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
、

法
改
正
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

▽　
性
暴
力
に
つ
い
て
は
法
改
正
で

時
代
が
変
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
て

も
、
一
般
市
民
の
理
解
が
進
ま
な
い

こ
と
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
内
の
１
つ

で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
、

全
て
の
女
性
お
よ
び
女
児
の
能
力
強

化
を
行
う
観
点
か
ら
も
、
被
害
者
視

点
に
立
っ
た
法
改
正
の
議
論
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛

成
す
る
。

▽　
政
府
で
は
、
関
係
府
省
会
議
に

お
い
て
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
強

化
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
関
連
府

省
庁
が
連
携
を
し
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。
地
方
議
会
と
し

て
も
そ
の
思
い
を
共
有
す
べ
き
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
山
田
大
助
議
員
ほ

か
10
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
反
対
討
論

▽　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
目
指
す
核

兵
器
廃
絶
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
核
保
有
国

お
よ
び
そ
の
同
盟
国
は
署
名
す
ら
し

て
い
な
い
。
日
米
同
盟
の
も
と
で
核

兵
器
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
力

を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
。
核
軍
縮
に
当

た
っ
て
は
、
人
道
上
と
安
全
保
障
の

２
つ
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
ず
は
タ
ブ
ー
の
な
い
議
論

を
深
め
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

▽　
核
軍
縮
を
取
り
巻
く
国
際
的
な

状
況
が
大
変
厳
し
い
中
で
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
至
る
重
大
な
プ
ロ
セ
ス

を
示
さ
ず
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
れ
ば
、
全
て
が
即
時
解
決

す
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、

国
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
日
本
は
、
核
保
有
国
と
非
保

有
国
間
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
お
り
、

ま
ず
漸
進
的
な
対
話
と
合
意
形
成
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

▽　
日
本
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

こしがや市議会だより　令和２年（2020年）11月１日　　　　　❷

主
な
議
案
の
内
容

令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
学
習
者

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
）

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
対
策

の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
意
見
書

性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
の
さ
ら
な

る
改
正
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

目
指
す
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
こ

と
に
は
賛
同
す
る
が
、
日
米
同
盟
の

抑
止
力
に
よ
っ
て
、
国
民
の
平
和
な

暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
と
い
う
現
実
に

目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
が

核
軍
縮
に
取
り
組
む
に
は
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
と
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
と
い
う
２
つ
の
視
点
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
は
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
議
論
に
積
極
的
に
貢
献
し
、

現
実
的
に
核
廃
絶
を
前
進
さ
せ
る
道

筋
を
追
求
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

▽　
今
年
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
全
国
の
被
爆
者
は
ピ
ー
ク
か
ら
６

割
減
少
し
、
平
均
年
齢
は
83
歳
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
条
約
の
早

期
発
効
を
求
め
る
声
が
被
爆
者
団
体

か
ら
も
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
世
界
を
脅
か
し
て
い
る
感
染
症
や

気
候
変
動
な
ど
に
対
し
て
、
軍
事
力

は
意
味
を
な
さ
な
い
上
に
、
時
に
核

兵
器
は
脅
威
と
な
り
得
る
。
政
府
は
、

被
爆
者
の
願
い
と
国
民
の
声
を
受
け

止
め
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
、

批
准
す
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

▽　
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
破

棄
や
新
し
い
核
兵
器
の
開
発
な
ど
、

核
保
有
国
の
間
に
核
軍
縮
の
た
め
の

約
束
を
反
故
に
す
る
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
政
府
に
は
１
日
も
早
く
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

【
議
決
結
果
】
否
決

　
こ
の
議
案
は
、
守
屋
亨
議
員
ほ
か

５
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
案
質
疑

問　
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
目
的

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
脆
弱
化
の
課
題
は
。

答　
生
産
性
の
向
上
や
働
き
方
改
革

な
ど
の
視
点
か
ら
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
国
際
社
会

の
中
で
さ
ら
に
遅
れ
な
い
た
め
に
も

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
関
し
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
限
ら
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を

デ
ジ
タ
ル
庁
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
使
わ
れ
た
個
人
情
報
の
確
認
方

法
と
第
三
者
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
担
当
大
臣
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
た
め
、
政

府
が
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

姿
勢
を
示
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

今
回
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
効
率
優
先
の
社

会
で
は
、
今
後
も
予
想
さ
れ
る
災
害

の
激
甚
化
や
未
知
の
感
染
症
な
ど
に

対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、

そ
も
そ
も
の
取
得
率
が
低
く
、
市
民
、

国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
反
対
す

る
。

【
議
決
結
果
】
可
決

次
の
方
の
任
命
・
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

越
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　
山
口　

文
平　

氏
（
新
任
）　

中
町

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　

市
川
美
砂
子　

氏
（
再
任
）　

弥
栄
町
四
丁
目

　
　

駒
場　

伸
子　

氏
（
再
任
）　

赤
山
町
二
丁
目

　
　

吉
村　

総
一　

氏
（
再
任
）　

大
成
町
八
丁
目

　
　

高
橋　
　

護　

氏
（
新
任
）　

赤
山
町
四
丁
目

人
事
議
案



　
質
疑
お
よ
び
討
論
に
つ
い
て
は
、

そ
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
議
案
の
概
要
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
で

は
対
前
年
度
比
４
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

増
の
１
０
７
１
億
２
４
１
２
万
６
４

２
３
円
、
歳
出
で
は
対
前
年
度
比

４
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
１
０
１
７

億
５
９
５
７
万
４
９
８
２
円
で
し
た
。

　
９
つ
の
特
別
会
計
全
体
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
６
７
９
億
６
９
万
８
４

５
９
円
、
歳
出
が
６
５
７
億
６
０
３

８
万
７
０
０
７
円
で
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
の
う
ち
、
収
入
額
が

１
１
２
億
８
１
１
１
万
８
７
４
３
円
、

支
出
額
が
１
１
３
億
６
６
１
４
万
６

４
９
４
円
で
、
資
本
的
収
入
お
よ
び

支
出
の
う
ち
、
収
入
額
が
２
億
円
、

支
出
額
が
７
億
６
１
３
１
万
１
１
５

６
円
で
し
た
。
な
お
、
収
支
の
不
足

額
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

等
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
な
ら
び
に
病

院
事
業
会
計
決
算
認
定
の
11
議
案
に

つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
し

ま
し
た
。

※

委
員
会
に
お
け
る
主
な
審
査
の
内

容
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
「
決
算
特
別
委

員
会
の
活
動
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
議
案
質
疑

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
税
収
の
見

通
し
は
。

答　
令
和
元
年
度
決
算
は
増
収
と
な

っ
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
は
現
段

階
で
法
人
市
民
税
等
影
響
が
出
て
い

る
。
令
和
３
年
度
は
、
景
気
の
落
ち

込
み
に
よ
り
個
人
市
民
税
お
よ
び
法

人
市
民
税
に
お
い
て
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
交
付
額
が
決
定
し
た

普
通
交
付
税
な
ど
の
整
理
の
ほ
か
、

補
助
事
業
費
の
内
示
等
に
よ
る
国
県

支
出
金
、
繰
越
金
の
整
理
が
主
な
も

の
で
す
。
歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
業
費
の

整
理
を
は
じ
め
、
財
政
調
整
基
金
や

公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
金

の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

　
補
正
予
算
額
は
、
一
般
会
計
で
82

億
１
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
全
体

で
13
億
９
９
０
万
６
０
０
０
円
の
追

加
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
一

般
会
計
で
１
５
６
９
億
５
４
０
０
万

円
、
特
別
会
計
全
体
で
５
７
６
億
２

８
９
０
万
６
０
０
０
円
、
病
院
事
業

会
計
を
含
め
た
全
会
計
の
予
算
総
額

は
、
２
３
８
０
億
２
９
３
０
万
６
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
小
中
一
貫
教
育
制
度
の
利
点
は
。

答　
９
年
間
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
効
果
を
生
み
出
す

制
度
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
自
己
肯
定
感

の
高
揚
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

▽　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
小
中

一
貫
校
の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画

策
定
支
援
業
務
等
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
３
学
園
構
想
に
つ
い
て

は
児
童
生
徒
へ
の
説
明
が
な
く
、
ま

た
保
護
者
へ
の
説
明
も
メ
リ
ッ
ト
ば

か
り
で
、
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
に
つ

い
て
記
述
が
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
た
も
の
と
は
言

い
難
い
た
め
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

▽　
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
の
基
本

計
画
策
定
支
援
業
務
等
委
託
料
は
、

小
中
一
貫
教
育
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

教
育
現
場
や
家
庭
、
地
域
、
社
会
の

変
化
に
対
す
る
認
識
の
不
十
分
さ
や
、

今
後
ど
の
よ
う
な
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
を

想
定
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
本
議
案
に
反

対
す
る
。

　
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を

取
得
す
る
に
あ
た
り
、
予
定
価
格
が
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
に
規
定
す
る
額
以
上
と
な
る
た
め
、

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
取
得
財
産
は
、

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
キ
ー

ボ
ー
ド
、
端
末
管
理
ソ
フ
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
２
万
６
８
０
０
セ
ッ
ト
、
大
型

提
示
装
置
が
８
０
４
台
で
す
。
価
格

は
、
19
億
９
９
５
８
万
円
で
、
契
約

の
相
手
方
は
、
富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
で
す
。

▼
議
案
質
疑

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
と
コ
ロ
ナ
対

策
の
関
係
性
お
よ
び
健
康
被
害
へ
の

懸
念
は
。

答　
臨
時
休
校
等
の
緊
急
時
に
は
、

端
末
を
貸
し
出
す
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
て

い
な
い
家
庭
に
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
レ
ン
タ
ル
等
に
よ
り
ネ
ッ
ト
環
境

の
提
供
を
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
依
存
症
や
Ｉ
Ｔ
眼
症
等
に
つ
い

て
は
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
前
倒

し
に
よ
る
今
後
の
流
れ
は
。

答　
端
末
を
整
備
し
な
が
ら
３
段
階

の
研
修
を
あ
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
前
倒
し
に
よ
り
、
ま
ず
便

利
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
を
す
ぐ

に
で
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
意
見
書
の
要
旨
等
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
議
案
は
、
畑
谷
茂
議
員
ほ
か

６
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
守
屋
亨
議
員
ほ
か

６
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
細
川
威
議
員
ほ
か

７
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
賛
成
討
論

▽　
性
暴
力
は
被
害
者
の
心
身
共
に

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
日
常
生

活
に
も
支
障
を
き
た
す
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
現
行
の
刑
法
は
、
国
際
水

準
か
ら
ま
だ
ほ
ど
遠
く
、
多
く
の
被

害
は
潜
在
化
し
、
加
害
者
は
野
放
し

に
さ
れ
て
い
る
。
現
状
を
打
開
す
る

た
め
、
被
害
者
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
、

法
改
正
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

▽　
性
暴
力
に
つ
い
て
は
法
改
正
で

時
代
が
変
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
て

も
、
一
般
市
民
の
理
解
が
進
ま
な
い

こ
と
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
内
の
１
つ

で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
、

全
て
の
女
性
お
よ
び
女
児
の
能
力
強

化
を
行
う
観
点
か
ら
も
、
被
害
者
視

点
に
立
っ
た
法
改
正
の
議
論
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛

成
す
る
。

▽　
政
府
で
は
、
関
係
府
省
会
議
に

お
い
て
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
強

化
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
関
連
府

省
庁
が
連
携
を
し
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。
地
方
議
会
と
し

て
も
そ
の
思
い
を
共
有
す
べ
き
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

【
議
決
結
果
】
可
決

　
こ
の
議
案
は
、
山
田
大
助
議
員
ほ

か
10
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
反
対
討
論

▽　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
目
指
す
核

兵
器
廃
絶
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
核
保
有
国

お
よ
び
そ
の
同
盟
国
は
署
名
す
ら
し

て
い
な
い
。
日
米
同
盟
の
も
と
で
核

兵
器
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
力

を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
。
核
軍
縮
に
当

た
っ
て
は
、
人
道
上
と
安
全
保
障
の

２
つ
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
ず
は
タ
ブ
ー
の
な
い
議
論

を
深
め
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

▽　
核
軍
縮
を
取
り
巻
く
国
際
的
な

状
況
が
大
変
厳
し
い
中
で
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
至
る
重
大
な
プ
ロ
セ
ス

を
示
さ
ず
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
す
れ
ば
、
全
て
が
即
時
解
決

す
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、

国
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
日
本
は
、
核
保
有
国
と
非
保

有
国
間
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
お
り
、

ま
ず
漸
進
的
な
対
話
と
合
意
形
成
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

▽　
日
本
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
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地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着

実
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書

目
指
す
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
こ

と
に
は
賛
同
す
る
が
、
日
米
同
盟
の

抑
止
力
に
よ
っ
て
、
国
民
の
平
和
な

暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
と
い
う
現
実
に

目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
が

核
軍
縮
に
取
り
組
む
に
は
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
と
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
と
い
う
２
つ
の
視
点
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
は
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
議
論
に
積
極
的
に
貢
献
し
、

現
実
的
に
核
廃
絶
を
前
進
さ
せ
る
道

筋
を
追
求
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

▽　
今
年
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
全
国
の
被
爆
者
は
ピ
ー
ク
か
ら
６

割
減
少
し
、
平
均
年
齢
は
83
歳
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
条
約
の
早

期
発
効
を
求
め
る
声
が
被
爆
者
団
体

か
ら
も
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
世
界
を
脅
か
し
て
い
る
感
染
症
や

気
候
変
動
な
ど
に
対
し
て
、
軍
事
力

は
意
味
を
な
さ
な
い
上
に
、
時
に
核

兵
器
は
脅
威
と
な
り
得
る
。
政
府
は
、

被
爆
者
の
願
い
と
国
民
の
声
を
受
け

止
め
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
、

批
准
す
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

▽　
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
破

棄
や
新
し
い
核
兵
器
の
開
発
な
ど
、

核
保
有
国
の
間
に
核
軍
縮
の
た
め
の

約
束
を
反
故
に
す
る
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
政
府
に
は
１
日
も
早
く
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
、
批
准
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

【
議
決
結
果
】
否
決

　
こ
の
議
案
は
、
守
屋
亨
議
員
ほ
か

５
人
か
ら
共
同
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
案
質
疑

問　
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
目
的

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
脆
弱
化
の
課
題
は
。

答　
生
産
性
の
向
上
や
働
き
方
改
革

な
ど
の
視
点
か
ら
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
国
際
社
会

の
中
で
さ
ら
に
遅
れ
な
い
た
め
に
も

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に
関
し
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
限
ら
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を

デ
ジ
タ
ル
庁
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
使
わ
れ
た
個
人
情
報
の
確
認
方

法
と
第
三
者
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
担
当
大
臣
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
た
め
、
政

府
が
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

姿
勢
を
示
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

今
回
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
効
率
優
先
の
社

会
で
は
、
今
後
も
予
想
さ
れ
る
災
害

の
激
甚
化
や
未
知
の
感
染
症
な
ど
に

対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、

そ
も
そ
も
の
取
得
率
が
低
く
、
市
民
、

国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
反
対
す

る
。

【
議
決
結
果
】
可
決
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問　
大
相
模
調
節
池
周
辺
の
ご
み
の

増
加
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

支
援
を
含
め
た
対
策
は
。

市
長　
大
相
模
調
節
池
の
維
持
管
理

は
、
草
刈
り
や
ご
み
の
清
掃
な
ど
の

管
理
委
託
と
、
巡
回
に
よ
る
ご
み
回

収
や
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
を

す
る
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
除
草
や
清
掃

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ポ
イ
捨

て
禁
止
看
板
の
設
置
も
行
っ
て
い
る
。

増
加
す
る
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
へ
の
啓
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
清
掃
の
頻
度
な
ど
見
直
し
を

検
討
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
回
収
し

た
ご
み
の
集
積
場
所
の
確
保
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
も
検
討
し
て
い
く
。

 

問　
大
学
生
お
よ
び
専
門
学
校
生
へ

学
習
環
境
の
整
備
な
ど
支
援
を
行
う

考
え
は
。

市
長　
学
校
に
提
出
す
る
課
題
等
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

本
年
８
月
か
ら
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
の
貸
与
事
業
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
一
部
地
区
セ
ン

タ
ー
で
夏
休
み
期
間
中
、
感
染
拡
大

防
止
策
を
図
り
つ
つ
学
習
室
を
開
放

し
た
。
今
後
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
今
年

度
、
採
用
の
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た

方
な
ど
を
対
象
に
、
緊
急
雇
用
対
策

と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
９
人
を

採
用
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
支
援
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
周
辺
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
地
域
の
核
で
あ
る
越
谷
サ
ン

シ
テ
ィ
は
、
近
年
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
て
の
魅
力
が
低
下
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
３
月
に

南
越
谷
駅
・
新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業
構
想
を
策
定
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
意
見
を
伺
う
た
め
、

有
識
者
や
市
内
関
係
団
体
、
一
般
公

募
の
市
民
の
方
な
ど
か
ら
な
る
越
谷

サ
ン
シ
テ
ィ
整
備
懇
談
会
を
設
置
し

て
い
る
。
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
の
管
理

運
営
は
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
市
で

実
施
し
て
い
く
予
定
だ
が
、
こ
の
期

間
を
施
設
整
備
ま
で
の
大
切
な
期
間

と
捉
え
、
委
託
事
業
者
や
関
係
者
と

十
分
連
携
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
よ
う
な
施
設
運
営
の
工
夫

も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
市
長
コ

メ
ン
ト
の
動
画
配
信
で
、
今
後
手
話

通
訳
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

市
長　
テ
レ
ビ
広
報
番
組
で
、
平
成

13
年
か
ら
手
話
通
訳
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
広
報
こ

し
が
や
お
知
ら
せ
版
に
、
手
話
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、
紙
面

に
印
刷
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
越
谷

市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
手
話
動
画

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
私
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
し
て
い

る
が
、
手
話
通
訳
の
対
応
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
全

て
の
市
民
に
よ
り
分
か
り
や
す
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
て
い
く
た
め
、

手
話
通
訳
を
取
り
入
れ
て
配
信
し
て

い
く
。

問　
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
中

止
・
延
期
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民

が
心
の
絆
を
求
め
る
気
持
ち
に
変
わ

り
は
な
い
。
市
が
関
与
す
る
主
要
な

イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
今
年
度
開
催
の

見
込
み
が
あ
る
も
の
は
。

市
長　
来
年
１
月
の
協
働
フ
ェ
ス
タ

に
つ
い
て
は
、
開
催
可
否
を
検
討
中

と
伺
っ
て
い
る
。
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
実
施
方
法
を
関
係
団
体

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
危
機
管

理
や
子
育
て
、
介
護
等
共
助
が
必
要

な
活
動
を
中
心
に
自
治
会
活
動
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
考
え
は
。

市
長　
現
在
自
治
会
に
対
し
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
感
染
症
対

策
と
両
立
し
て
い
る
先
進
的
な
取
り

組
み
事
例
の
情
報
提
供
な
ど
で
支
援

し
て
い
く
。

 

問　
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
明

文
化
さ
れ
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
、
行
政
の
縦
割
り
解

消
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考

え
は
。

市
長　
約
３
０
０
０
人
い
る
市
職
員

が
、
有
効
・
的
確
に
働
く
こ
と
は
私

に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

責
任
も
あ
る
。

　
縦
割
り
行
政
を
解
消
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、

一
朝
一
夕
で
整
理
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ど
の
よ
う
に
横
の
連
携
を
図

る
か
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
識
改

革
を
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
感
じ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は

組
織
の
整
理
も
必
要
で
あ
り
、
現
在
、

行
政
組
織
の
一
部
改
正
も
検
討
し
て

い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
政
運
営

と
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

課
題
と
考
え
方
は
。

市
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
発
生
時

か
ら
国
県
支
出
金
や
市
の
財
源
で
各

施
策
を
講
じ
つ
つ
、
９
月
補
正
予
算

で
は
、
今
後
の
備
え
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
な
ど
へ
の
積
み
立
て
を
計

上
し
た
。
感
染
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
歳
入
の
根
幹

で
あ
る
市
税
の
大
幅
な
減
収
の
見
込

み
な
ど
、
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
事
務
事
業
の
見
直
し
、
選

択
と
集
中
に
よ
る
効
率
的
、
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
よ
り
進
め
、
策
定

中
の
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
推
進

と
新
た
な
行
政
需
要
や
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
に
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

 

問　
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
現
場

職
員
の
事
務
負
担
軽
減
を
目
指
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え

は
。

市
長　
他
自
治
体
や
民
間
保
育
園
で

の
導
入
状
況
お
よ
び
そ
の
効
果
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
導
入
で
き
れ
ば
、
保
護
者
に

と
っ
て
は
送
迎
の
際
の
時
間
短
縮
、

連
絡
や
通
知
等
に
お
け
る
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
職
員
の
事

務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
、
保

育
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
公

立
保
育
所
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導

入
に
対
す
る
国
の
補
助
の
活
用
を
検

討
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

全
庁
的
な
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し

て
い
く
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
授
業
時
数
の

確
保
の
た
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
再
編

さ
れ
た
が
、
学
校
で
の
放
課
後
等
の

補
習
の
取
り
組
み
や
、
家
庭
学
習
の

指
導
状
況
は
。

教
育
長　
学
習
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
休
み
時
間

や
放
課
後
に
個
別
指
導
を
実
施
す
る

な
ど
、
個
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
に

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
家
庭
学
習
に

つ
い
て
は
、
単
に
課
題
を
提
出
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
授
業
を
通
し
て

当
該
学
年
の
学
習
内
容
の
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
高
校
進
学
に
係
る
支
援
体
制
は
。

教
育
長　
中
学
３
年
生
は
夏
季
休
業

期
間
中
も
授
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、

他
県
も
含
め
た
公
立
学
校
の
入
学
者

選
抜
等
の
情
報
を
生
徒
や
保
護
者
に

周
知
し
、
不
安
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

  

問　
既
設
の
相
談
窓
口
と
「
子
ど
も

つ
な
が
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
＠
越
谷
」
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
の
違
い

は
。
ま
た
、
対
象
の
学
年
お
よ
び
開

催
日
数
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
実
施
し
た
10
日
間
に
お
い

て
、
登
録
人
数
53
人
、
相
談
件
数
33

件
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
本
市
の
子

ど
も
専
用
電
話
相
談
窓
口
の
ハ
ー
ト

コ
ー
ル
は
年
間
36
件
、
つ
な
が
り

ハ
ー
ト
ポ
ス
ト
は
年
間
13
件
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
気
軽
に
相
談
し
や
す
く
有

効
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
潜
在
的
な
悩
み
に
つ
い
て
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
相
談
業
務
を
推
進
し
、

見
守
り
体
制
の
強
化
お
よ
び
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

問　
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
情
報
等

の
発
信
強
化
の
た
め
、
危
機
管
理
情

報
の
発
信
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
対
応
し
て
い
く
考

え
は
。
ま
た
、
体
制
の
強
化
と
し
て

危
機
事
案
を
一
元
的
に
総
括
し
調
整

す
る
危
機
管
理
監
の
配
置
お
よ
び
直

轄
の
組
織
を
設
置
す
る
考
え
は
。

市
長　
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

災
害
情
報
を
迅
速
に
収
集
、
精
査
し

た
上
で
必
要
な
情
報
を
適
切
に
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
危
機
管

理
情
報
の
発
信
に
特
化
し
た
ア
カ
ウ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

第
５
次
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計

画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
全
て
の
危
機

事
案
を
一
元
的
に
統
括
し
調
整
す
る

専
門
部
署
の
設
置
を
含
め
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
近
年
の
自
然
災
害
の
頻
発
化
に

よ
る
倒
壊
や
落
下
等
を
考
慮
し
た
屋

外
広
告
物
の
安
全
管
理
は
重
要
と
考

え
る
が
、
自
家
用
広
告
物
に
関
す
る

考
え
は
。

市
長　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
越

谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改

正
し
、
屋
外
広
告
物
の
所
有
者
や
管

理
す
る
者
等
に
対
し
て
、
屋
外
広
告

物
の
管
理
に
加
え
、
本
体
・
接
合

部
・
支
持
部
分
等
の
劣
化
お
よ
び
損

傷
状
況
の
点
検
を
義
務
化
す
る
こ
と

と
し
た
。
申
請
が
不
要
な
自
家
用
広

告
物
に
つ
い
て
、
良
好
な
状
態
を
保

持
す
る
た
め
に
は
、
屋
外
広
告
物
所

有
者
等
の
自
主
的
な
管
理
が
重
要
な

こ
と
か
ら
、
安
全
管
理
、
安
全
点
検

の
徹
底
に
つ
い
て
、
広
報
こ
し
が
や

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

 

問　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

基
本
理
念
の
１
つ
で
あ
る
「
安
心
度

埼
玉
Ｎ
ｏ
．
１
」
に
関
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

市
長　
総
合
的
な
治
水
対
策
や
、
検

査
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
、
危
機
管
理
体
制
や
防
災
体
制
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
安
心
度
に
つ
い
て
過
去
に
行
わ

れ
た
同
様
の
質
問
が
活
か
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
一
つ
一
つ
精
査
し
な
が
ら
実

現
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

多
々
あ
る
が
、
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、
今
後
も
意
見
や
提
言
を
い
た

だ
き
た
い
。

 

問　
保
健
所
に
お
け
る
現
在
の
業
務

体
制
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
お

よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
想

定
さ
れ
る
中
で
の
人
員
強
化
体
制
へ

の
考
え
は
。

市
長　
保
健
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
、
電
話
相

談
、
医
療
機
関
の
受
診
調
整
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
医
療
機
関
等
へ
の
入
院
調

整
や
搬
送
、
濃
厚
接
触
者
の
特
定
、

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
の
健
康
観
察
、

退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
７
月
27
日
か
ら

応
援
職
員
と
し
て
保
健
師
４
人
、
事

務
職
８
人
の
合
計
12
人
を
配
置
し
、

業
務
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
は
、
電

話
相
談
や
検
査
要
望
の
増
加
等
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
感
染
状
況
に
よ
り

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

 

問　
本
市
全
体
の
経
済
効
果
お
よ
び

市
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
す
る
考
え

は
。

市
長　
県
内
に
は
、
約
４
７
０
万
人

も
の
運
転
免
許
保
有
者
が
い
る
た
め
、

県
内
１
カ
所
だ
け
で
は
な
く
、
と
り

わ
け
人
口
が
集
中
す
る
県
南
地
域
へ

の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
望

む
声
が
多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
存
在

す
る
こ
と
に
よ
る
周
辺
地
域
や
市
全

体
の
経
済
効
果
、
さ
ら
に
は
関
係
人

口
の
創
出
と
い
っ
た
効
果
も
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
誘
致
に

つ
い
て
は
、
設
置
主
体
と
な
る
県
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
の
意
向
や

方
針
が
前
提
と
な
る
が
、
調
査
し
な

が
ら
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

問　
地
元
説
明
会
を
開
催
し
な
い
こ

と
や
、
（
仮
称
）
蒲
生
学
園
の
過
大

な
大
規
模
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、

中
身
も
進
め
方
に
も
問
題
点
が
大
き

い
。
特
に
（
仮
称
）
川
柳
学
園
は
小

学
１
〜
４
年
生
と
５
・
６
年
生
が
分

断
さ
れ
、
高
学
年
は
中
学
生
と
一
緒

に
生
活
す
る
が
、
高
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
な
い
例
が

全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
健
全
な
成

長
・
発
達
へ
の
懸
念
が
大
き
い
。
ま

た
他
の
学
校
と
の
差
も
で
き
る
が
、

認
識
と
対
応
は
。

教
育
長　
４
年
生
が
６
年
生
と
同
じ

動
き
を
す
る
の
は
難
し
い
が
、
最
高

学
年
と
し
て
４
年
生
が
成
長
す
る
こ

と
、
ま
た
５
・
６
年
生
、
中
学
１
年

生
を
１
つ
の
ま
と
ま
り
で
指
導
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

コロナ禍を踏まえた自治会活動が求められる

ボランティアによる清掃活動

事前にご予約のうえ、ご利用ください
（写真は市民活動支援センターのパソコン）

一般
 質問
９月定例会では、16人
の議員が市政全般につい
て質問を行いました。

各議員の氏名の下にあるＱＲコードを
スマートフォン等の専用アプリで読み
取ると、一般質問の録画映像をご覧い
ただけます。

市政に対する

Questio
n

越
谷
刷
新
ク
ラ
ブ

　
浅
古
　
高
志
　
議
員

事
業
開
始
ま
で
の
越
谷
サ
ン

シ
テ
ィ
の
利
用
に
つ
い
て

Q

公
明
党
越
谷
市
議
団

　
岡
野
　
英
美
　
議
員

公
立
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

つ
い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
　
清
水
　
泉
　
議
員

動
画
配
信
な
ど
に
お
け
る
手

話
通
訳
に
つ
い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
松
田
　
典
子
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の

支
援
に
つ
い
て

Q

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
後
藤
　
孝
江
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
政
運

営
と
予
算
編
成
に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
服
部
　
正
一
　
議
員

ご
み
増
加
対
策
に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
野
口
　
和
幸
　
議
員

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
方
向
性
に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
大
野
　
保
司
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q
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問　
大
相
模
調
節
池
周
辺
の
ご
み
の

増
加
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

支
援
を
含
め
た
対
策
は
。

市
長　
大
相
模
調
節
池
の
維
持
管
理

は
、
草
刈
り
や
ご
み
の
清
掃
な
ど
の

管
理
委
託
と
、
巡
回
に
よ
る
ご
み
回

収
や
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
を

す
る
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
除
草
や
清
掃

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ポ
イ
捨

て
禁
止
看
板
の
設
置
も
行
っ
て
い
る
。

増
加
す
る
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
へ
の
啓
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
清
掃
の
頻
度
な
ど
見
直
し
を

検
討
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
回
収
し

た
ご
み
の
集
積
場
所
の
確
保
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
も
検
討
し
て
い
く
。

 

問　
大
学
生
お
よ
び
専
門
学
校
生
へ

学
習
環
境
の
整
備
な
ど
支
援
を
行
う

考
え
は
。

市
長　
学
校
に
提
出
す
る
課
題
等
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

本
年
８
月
か
ら
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
の
貸
与
事
業
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
一
部
地
区
セ
ン

タ
ー
で
夏
休
み
期
間
中
、
感
染
拡
大

防
止
策
を
図
り
つ
つ
学
習
室
を
開
放

し
た
。
今
後
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
今
年

度
、
採
用
の
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た

方
な
ど
を
対
象
に
、
緊
急
雇
用
対
策

と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
９
人
を

採
用
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
支
援
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
周
辺
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
地
域
の
核
で
あ
る
越
谷
サ
ン

シ
テ
ィ
は
、
近
年
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
て
の
魅
力
が
低
下
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
３
月
に

南
越
谷
駅
・
新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業
構
想
を
策
定
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
意
見
を
伺
う
た
め
、

有
識
者
や
市
内
関
係
団
体
、
一
般
公

募
の
市
民
の
方
な
ど
か
ら
な
る
越
谷

サ
ン
シ
テ
ィ
整
備
懇
談
会
を
設
置
し

て
い
る
。
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
の
管
理

運
営
は
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
市
で

実
施
し
て
い
く
予
定
だ
が
、
こ
の
期

間
を
施
設
整
備
ま
で
の
大
切
な
期
間

と
捉
え
、
委
託
事
業
者
や
関
係
者
と

十
分
連
携
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
よ
う
な
施
設
運
営
の
工
夫

も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
市
長
コ

メ
ン
ト
の
動
画
配
信
で
、
今
後
手
話

通
訳
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

市
長　
テ
レ
ビ
広
報
番
組
で
、
平
成

13
年
か
ら
手
話
通
訳
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
広
報
こ

し
が
や
お
知
ら
せ
版
に
、
手
話
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、
紙
面

に
印
刷
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
越
谷

市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
手
話
動
画

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
私
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
し
て
い

る
が
、
手
話
通
訳
の
対
応
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
全

て
の
市
民
に
よ
り
分
か
り
や
す
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
て
い
く
た
め
、

手
話
通
訳
を
取
り
入
れ
て
配
信
し
て

い
く
。

問　
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
中

止
・
延
期
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民

が
心
の
絆
を
求
め
る
気
持
ち
に
変
わ

り
は
な
い
。
市
が
関
与
す
る
主
要
な

イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
今
年
度
開
催
の

見
込
み
が
あ
る
も
の
は
。

市
長　
来
年
１
月
の
協
働
フ
ェ
ス
タ

に
つ
い
て
は
、
開
催
可
否
を
検
討
中

と
伺
っ
て
い
る
。
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
実
施
方
法
を
関
係
団
体

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
危
機
管

理
や
子
育
て
、
介
護
等
共
助
が
必
要

な
活
動
を
中
心
に
自
治
会
活
動
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
考
え
は
。

市
長　
現
在
自
治
会
に
対
し
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
感
染
症
対

策
と
両
立
し
て
い
る
先
進
的
な
取
り

組
み
事
例
の
情
報
提
供
な
ど
で
支
援

し
て
い
く
。

 

問　
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
明

文
化
さ
れ
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
、
行
政
の
縦
割
り
解

消
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考

え
は
。

市
長　
約
３
０
０
０
人
い
る
市
職
員

が
、
有
効
・
的
確
に
働
く
こ
と
は
私

に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

責
任
も
あ
る
。

　
縦
割
り
行
政
を
解
消
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、

一
朝
一
夕
で
整
理
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ど
の
よ
う
に
横
の
連
携
を
図

る
か
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
識
改

革
を
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
感
じ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は

組
織
の
整
理
も
必
要
で
あ
り
、
現
在
、

行
政
組
織
の
一
部
改
正
も
検
討
し
て

い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
政
運
営

と
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

課
題
と
考
え
方
は
。

市
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
発
生
時

か
ら
国
県
支
出
金
や
市
の
財
源
で
各

施
策
を
講
じ
つ
つ
、
９
月
補
正
予
算

で
は
、
今
後
の
備
え
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
な
ど
へ
の
積
み
立
て
を
計

上
し
た
。
感
染
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
歳
入
の
根
幹

で
あ
る
市
税
の
大
幅
な
減
収
の
見
込

み
な
ど
、
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
事
務
事
業
の
見
直
し
、
選

択
と
集
中
に
よ
る
効
率
的
、
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
よ
り
進
め
、
策
定

中
の
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
推
進

と
新
た
な
行
政
需
要
や
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
に
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

 

問　
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
現
場

職
員
の
事
務
負
担
軽
減
を
目
指
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え

は
。

市
長　
他
自
治
体
や
民
間
保
育
園
で

の
導
入
状
況
お
よ
び
そ
の
効
果
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
導
入
で
き
れ
ば
、
保
護
者
に

と
っ
て
は
送
迎
の
際
の
時
間
短
縮
、

連
絡
や
通
知
等
に
お
け
る
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
職
員
の
事

務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
、
保

育
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
公

立
保
育
所
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導

入
に
対
す
る
国
の
補
助
の
活
用
を
検

討
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

全
庁
的
な
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し

て
い
く
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
授
業
時
数
の

確
保
の
た
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
再
編

さ
れ
た
が
、
学
校
で
の
放
課
後
等
の

補
習
の
取
り
組
み
や
、
家
庭
学
習
の

指
導
状
況
は
。

教
育
長　
学
習
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
休
み
時
間

や
放
課
後
に
個
別
指
導
を
実
施
す
る

な
ど
、
個
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
に

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
家
庭
学
習
に

つ
い
て
は
、
単
に
課
題
を
提
出
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
授
業
を
通
し
て

当
該
学
年
の
学
習
内
容
の
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
高
校
進
学
に
係
る
支
援
体
制
は
。

教
育
長　
中
学
３
年
生
は
夏
季
休
業

期
間
中
も
授
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、

他
県
も
含
め
た
公
立
学
校
の
入
学
者

選
抜
等
の
情
報
を
生
徒
や
保
護
者
に

周
知
し
、
不
安
払
拭
に
努
め
て
い
る
。

  

問　
既
設
の
相
談
窓
口
と
「
子
ど
も

つ
な
が
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
＠
越
谷
」
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
反
応
の
違
い

は
。
ま
た
、
対
象
の
学
年
お
よ
び
開

催
日
数
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
実
施
し
た
10
日
間
に
お
い

て
、
登
録
人
数
53
人
、
相
談
件
数
33

件
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
本
市
の
子

ど
も
専
用
電
話
相
談
窓
口
の
ハ
ー
ト

コ
ー
ル
は
年
間
36
件
、
つ
な
が
り

ハ
ー
ト
ポ
ス
ト
は
年
間
13
件
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
気
軽
に
相
談
し
や
す
く
有

効
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
潜
在
的
な
悩
み
に
つ
い
て
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
相
談
業
務
を
推
進
し
、

見
守
り
体
制
の
強
化
お
よ
び
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

問　
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
情
報
等

の
発
信
強
化
の
た
め
、
危
機
管
理
情

報
の
発
信
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
対
応
し
て
い
く
考

え
は
。
ま
た
、
体
制
の
強
化
と
し
て

危
機
事
案
を
一
元
的
に
総
括
し
調
整

す
る
危
機
管
理
監
の
配
置
お
よ
び
直

轄
の
組
織
を
設
置
す
る
考
え
は
。

市
長　
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

災
害
情
報
を
迅
速
に
収
集
、
精
査
し

た
上
で
必
要
な
情
報
を
適
切
に
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
危
機
管

理
情
報
の
発
信
に
特
化
し
た
ア
カ
ウ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

第
５
次
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計

画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
全
て
の
危
機

事
案
を
一
元
的
に
統
括
し
調
整
す
る

専
門
部
署
の
設
置
を
含
め
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
近
年
の
自
然
災
害
の
頻
発
化
に

よ
る
倒
壊
や
落
下
等
を
考
慮
し
た
屋

外
広
告
物
の
安
全
管
理
は
重
要
と
考

え
る
が
、
自
家
用
広
告
物
に
関
す
る

考
え
は
。

市
長　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
越

谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改

正
し
、
屋
外
広
告
物
の
所
有
者
や
管

理
す
る
者
等
に
対
し
て
、
屋
外
広
告

物
の
管
理
に
加
え
、
本
体
・
接
合

部
・
支
持
部
分
等
の
劣
化
お
よ
び
損

傷
状
況
の
点
検
を
義
務
化
す
る
こ
と

と
し
た
。
申
請
が
不
要
な
自
家
用
広

告
物
に
つ
い
て
、
良
好
な
状
態
を
保

持
す
る
た
め
に
は
、
屋
外
広
告
物
所

有
者
等
の
自
主
的
な
管
理
が
重
要
な

こ
と
か
ら
、
安
全
管
理
、
安
全
点
検

の
徹
底
に
つ
い
て
、
広
報
こ
し
が
や

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

 

問　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

基
本
理
念
の
１
つ
で
あ
る
「
安
心
度

埼
玉
Ｎ
ｏ
．
１
」
に
関
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

市
長　
総
合
的
な
治
水
対
策
や
、
検

査
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
、
危
機
管
理
体
制
や
防
災
体
制
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
安
心
度
に
つ
い
て
過
去
に
行
わ

れ
た
同
様
の
質
問
が
活
か
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
一
つ
一
つ
精
査
し
な
が
ら
実

現
可
能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

多
々
あ
る
が
、
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、
今
後
も
意
見
や
提
言
を
い
た

だ
き
た
い
。

 

問　
保
健
所
に
お
け
る
現
在
の
業
務

体
制
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
お

よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
想

定
さ
れ
る
中
で
の
人
員
強
化
体
制
へ

の
考
え
は
。

市
長　
保
健
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
、
電
話
相

談
、
医
療
機
関
の
受
診
調
整
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
医
療
機
関
等
へ
の
入
院
調

整
や
搬
送
、
濃
厚
接
触
者
の
特
定
、

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
の
健
康
観
察
、

退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
７
月
27
日
か
ら

応
援
職
員
と
し
て
保
健
師
４
人
、
事

務
職
８
人
の
合
計
12
人
を
配
置
し
、

業
務
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
は
、
電

話
相
談
や
検
査
要
望
の
増
加
等
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
感
染
状
況
に
よ
り

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

 

問　
本
市
全
体
の
経
済
効
果
お
よ
び

市
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
す
る
考
え

は
。

市
長　
県
内
に
は
、
約
４
７
０
万
人

も
の
運
転
免
許
保
有
者
が
い
る
た
め
、

県
内
１
カ
所
だ
け
で
は
な
く
、
と
り

わ
け
人
口
が
集
中
す
る
県
南
地
域
へ

の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
望

む
声
が
多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
存
在

す
る
こ
と
に
よ
る
周
辺
地
域
や
市
全

体
の
経
済
効
果
、
さ
ら
に
は
関
係
人

口
の
創
出
と
い
っ
た
効
果
も
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
誘
致
に

つ
い
て
は
、
設
置
主
体
と
な
る
県
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
の
意
向
や

方
針
が
前
提
と
な
る
が
、
調
査
し
な

が
ら
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

問　
地
元
説
明
会
を
開
催
し
な
い
こ

と
や
、
（
仮
称
）
蒲
生
学
園
の
過
大

な
大
規
模
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、

中
身
も
進
め
方
に
も
問
題
点
が
大
き

い
。
特
に
（
仮
称
）
川
柳
学
園
は
小

学
１
〜
４
年
生
と
５
・
６
年
生
が
分

断
さ
れ
、
高
学
年
は
中
学
生
と
一
緒

に
生
活
す
る
が
、
高
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
な
い
例
が

全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
健
全
な
成

長
・
発
達
へ
の
懸
念
が
大
き
い
。
ま

た
他
の
学
校
と
の
差
も
で
き
る
が
、

認
識
と
対
応
は
。

教
育
長　
４
年
生
が
６
年
生
と
同
じ

動
き
を
す
る
の
は
難
し
い
が
、
最
高

学
年
と
し
て
４
年
生
が
成
長
す
る
こ

と
、
ま
た
５
・
６
年
生
、
中
学
１
年

生
を
１
つ
の
ま
と
ま
り
で
指
導
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

子どもの学びをサポートする教育センター

川柳小分離・高学年校舎の計画図

越
谷
刷
新
ク
ラ
ブ

　
松
島
　
孝
夫
　
議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

Q

公
明
党
越
谷
市
議
団

　
竹
内
　
栄
治
　
議
員

将
来
に
夢
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

Q

日
本
共
産
党
越
谷
市
議
団

　
山
田
　
大
助
　
議
員

３
学
園
構
想
に
つ
い
て

Q

日
本
共
産
党
越
谷
市
議
団

　
大
和
田
　
哲
　
議
員

保
健
所
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

Q

日
本
維
新
の
会

　
小
林
　
成
好
　
議
員

自
家
用
広
告
物
の
安
全
管
理

に
つ
い
て

Q

自
由
民
主
党
越
谷
市
議
団

　
金
井
　
直
樹
　
議
員

安
心
度
埼
玉
Ｎ
ｏ
．１
の
越
谷

に
つ
い
て

Q

公
明
党
越
谷
市
議
団

　
瀬
賀
　
恭
子
　
議
員

安
心
の
職
場
環
境
・
教
育
環
境
の
さ

ら
な
る
充
実
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q

無
所
属

　
菊
地
　
貴
光
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も

の
学
び
に
つ
い
て

Q

柔剣道場
校舎

屋内運動場

プール

道路

道路

倉庫棟
更衣室棟

川柳小
高学年校舎
（建設予定）



こしがや市議会だより　令和２年（2020年）11月１日　　　　　❻

地域の基幹病院である市立病院

こしがや愛されグルメ × こしがや素ごもりグルメ
応援クーポン

民  生
越谷市手数料条例の一部を改正する条例制
定について
　戸籍の附票の除票に関する交付手数料の
考え方や通知カード廃止後のマイナンバー
確認方法などについて質疑がありました。
越谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営等に関する基準を定める条例等の一
部を改正する条例制定について
　対象となる事業者数や主任介護支援専門
員と介護支援専門員の待遇の差などについ
ての質疑がありました。
越谷市立病院の診療費等に関する条例の一
部を改正する条例制定について
問　選定療養費の改定理由および今後の展
望は。
答　今回の改定は、地域医療機関との機能

分化や、地域医療支援病院の承認要件に近
づけることなどを目的としている。運営審
議会からは、２年に１度の見直しや、今後
の段階的な引き上げなどの意見を受けてい
るため、社会情勢等を踏まえながら、地域
医療連携と併せて推進していきたい。

問　引き上げによる市民生活への影響およ
び市民への周知は。
答　かかりつけ医からの紹介状を持参すれ
ば患者負担は発生しないため、制度を理解

いただければ影響は大きくないと考える。
また、市の広報紙や市立病院ホームページ
に加え、病院内でのポスター掲示や病院広
報紙など、さまざまな方法で周知していく。
▶反対討論
　今回の引き上げに法定根拠はなく、市民
要望でもない。紹介率や逆紹介率が上昇し
ていることなどを考えると、今は保険外診
療の縮減などをやるべきである。コロナ禍
も踏まえ、本議案に反対する。
令和２年度越谷市一般会計補正予算（第７
号）について
　児童館の備品購入の内容や新型コロナウ
イルス感染症に係る検査体制強化の内容な
どについて質疑がありました。
令和２年度越谷市病院事業会計補正予算
（第１号）について
　かかりつけ医の推進に向けた考え方や新
型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金
の対象者などについての質疑がありました。

　９月定例会に上程された議案のうち、市長提出議案15件が所管の常任委員会に付託さ
れ審査を行い、全ての議案が原案可決されました。※質疑のあった議案については主な
質疑項目を掲載しています。また、賛否が分かれた議案については、質疑項目と答弁要
旨を掲載しています。

常任委員会の活 動

令和２年度越谷市一般会計補正予算（第７
号）について
問　地域商業キャッシュレス化推進事業に
おける支援内容は。
答　キャッシュレス決済をまだ導入してい
ない市内商業者を対象に、キャッシュレス
決済の仕組みや手続きを説明する支援員を
一定期間配置し、導入を促すものである。
また、割引や期間限定ポイント付与等を行
うキャンペーンなどを予定しており、推奨
端末を導入した加盟店のほか、すでに
キャッシュレス決済を導入している商業者
についても、事業趣旨に賛同しキャンペー
ンに参加していただく場合には、協力金を
支給する予定である。
問　飲食店等応援クーポン発行事業の内容
は。
答　飲食店等に直接クーポン券を発行する

ことにより、来店者に対し、金額に応じて
そのクーポンを配付する等、それぞれの飲
食店等に合った取り組みができるため、独
自の取り組みによる顧客獲得や売り上げの
向上が期待できると考えている。
問　小中学校における校舎改修工事の内容
は。
答　明正小学校における特別支援学級の整
備に伴う改修工事と、大沢北小学校および
北中学校の雨漏り対策として屋上の防水工
事を行うものである。
問　小中一貫校整備に伴う教職員数の影響
および保護者や地域への説明方法は。また、
大規模校における子どもたちへのきめ細や
かな対応についての考えは。
答　本市の計画は、小学校も中学校もその
まま存続するものであるため、教職員数に
ついては、それぞれ従来通りとなる。該当
する小学校の保護者全員に対し、小中一貫
校設立に関する資料を配付した。この整備
事業は、現在の児童生徒だけではなく、未
就学の方も対象となる可能性があることか
ら、資料を閲覧できるＱＲコードを記した
チラシを学区内の保育所や幼稚園に掲示し
たり、自治会やマンション管理組合にもチ
ラシの掲示や配付に協力いただいた。説明
の後、開校に向けて自治会の方や保護者の
代表を交えた地域準備会を学園ごとに立ち
上げ、できるだけ多くの意見等をいただき
ながら丁寧に準備を進めていきたい。また、
小中一貫教育を推進するにあたって、学級
担任だけではなく教科担任制を取り入れる
ことで、さまざまな大人が子どもたちの様
子を見て、情報交換を密にすることができ
ると考えており、子どもたちの健やかな成
長に努め、大規模校としてのメリットを活
用していきたい。
問　小中一貫校整備事業において子どもた
ちや先生との話し合いは。

答　当該校の教職員に向けては４月から５
月にかけて説明をした。子どもたちの意見
として、アンケートなどはしていないが、
一人一人の保護者に資料を配付した。また、
子どもたちの意見を聞く必要があるという
ことになれば、学校を通じてアンケート等
をする可能性もあると考えている。さらに、
それぞれの学校で地域準備会の前段として、
学園ごとに対象校の校長や教頭などによる
会議をスタートし、カリキュラムや今後の
日程などについて意見を聞くとともに、そ
の対応策などを検討している。
問　書籍消毒機の消毒方法は。
答　消毒機は６冊用で、消毒機の中に本を
立てかけて紫外線により殺菌消毒するとと
もに、下から抗菌剤を含む風を送ることに
より、ページにはさまったほこりなどを取
るものである。
▶反対討論
　新型コロナウイルスに対応するものが組
みこまれているものの、教育費において、
小中一貫校の整備に向けた委託料が計上さ
れている。質疑の中では、保護者への説明
などが進められているが、小中一貫校への
理解はまだまだ進んでいない。計画策定の
前に先生、保護者、地域を中心に、理解を
深めることが必要で、業務委託はまだ進め
るべきではないと考え、本議案に反対する。
▶賛成討論
　新型コロナウイルス感染症に係る事業費
が計上されている。避難所における感染症
対策、生活困窮者への住居確保給付金、妊
産婦への検査費用助成やケア支援、スクー
ル・サポート・スタッフや学習指導員の拡
充などの早急な実施が必要である。小中一
貫校整備事業における基本計画策定にあ
たっては、当事者の声を聴く機会をさまざ
まなかたちで今後も重ね、課題点が解消さ
れることを要望し、本議案に賛成する。

教　育・
環境経済

ＱＲコードを読み取ると、委員会の録画映像をご覧いただけます。

令和２年度越谷市一般会計補正予算（第
７号）について
　通学路安全対策事業による効果の検証
や市道拡幅工事に伴う影響と対策などに
ついて質疑がありました。

建  設

令和２年度越谷市一般会計補正予算（第
７号）について
　繰越金の推移の分析や中核市における
財政調整基金の積み立ての状況などにつ
いて質疑がありました。

総  務
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ガーヤちゃん賞のこしがや鴨ネギ鍋セット

農業技術センターで行っているメロンの栽培試験

市営住宅（川柳町中層住宅）

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

西大袋土地区画整理事業費特別会計

公共下水道事業費特別会計

病院事業会計

問　消費税増税に伴う歳入への影響は。ま
た、増税分の社会保障制度への反映は。
答　令和元年10月の消費税率引き上げの影
響は令和２年度から反映されると考える。ま
た、交付された地方消費税交付金は、国民健
康保険や介護保険などへの繰出金や負担金、
予防接種事業や病院事業への支出金などに充
当しており、それぞれにおいて円滑に事業が
実施されていると認識している。
問　ふるさと納税に係る謝礼品贈呈件数の増
加理由と人気商品は。また、伝統工芸品を取
り入れる考えは。
答　リピーターの増加が主な理由である。謝
礼品は、こしがや愛されグルメ認証品などを
中心に35品目となっており、室内型スカイ
ダイビングの体験チケットや江戸切子オール
ドグラス、山東菜漬が人気である。謝礼品の
コース見直しは、事業者とともに実施してい
るが、現在の価格帯の中で特色を出すことが
難しいとの声もあり、今後も柔軟な価格設定
などの検討を進めていく。
問　プレミアム付商品券事業の翌年度繰越額
や不用額の理由は。また、事業評価は。
答　商品券の使用期限が３月末までであるた
め、事業者の換金業務が３月中に完了せず、
翌年度に繰り越した。対象者は令和元年度住
民税非課税者と子育て世帯の世帯主であり、
販売率は75.5パーセントであった。想定よ
り販売冊数等が少なく、不用額となった。ま
た、商品券購入に原資が必要などの課題もあ
るが、消費税増税に対する効果はあったと認
識している。
問　こしがや「プラス保育」幼稚園事業に対
する評価と実施園を増やす考えは。
答　幼稚園の協力のもと子育てしやすい環境
整備のため実施し、３歳児以上の保育の受入
枠を350人分確保できた。また、小規模保育
事業所の卒園児の受け皿にもなっており、同
事業所の整備と併せて取り組んだ結果、本年
４月１日現在の待機児童は19人になり、前
年から27人減となった。現在の実施園は14
カ所で、来年１カ所増える予定であり、今後
も増やしていきたい。
問　健康マイレージ事業の賞品内容は。ま
た、送付方法の工夫や豪華賞品の考えは。
答　県と市で別々に賞品設定しており、本市
は、ガーヤちゃん賞としてこしがや鴨ネギ鍋
セット、ストロングベリーちゃん賞として市
特産品詰め合わせ、ハッポちゃん賞として
ハッポちゃんグッズが抽選で当たる。また、
さまざまな特殊詐欺があるため、送り元や中
身を明確にする。豪華賞品については、地元
特産品を優先した経緯があるため、財政状況
や参加人数を考慮しつつ検討する。

問　若年者等に対し市が積極的な就職支援を
行う考えと就職支援拡充の考えは。
答　コロナ禍により若年者等の就職が困難に
なる中、本市では専門のキャリアコンサルタ
ントの設置や、ハローワークと連携した求人
情報の提供等により支援している。また、地

元就職希望の若年者等が増加する中、企業か
らは安定的な雇用環境の整備が課題と伺って
いる。今後、ハローワークが市内にある強み
を活かすとともに、商工会議所等とも連携
し、マッチングサイトや就職相談と併せた取
り組み等検討したい。
問　試験栽培委託料の内容と今後の展望は。
答　いちごの試験栽培と技術普及を行う中
で、消費者等に喜ばれるいちごなどを調査し
ている。また、越谷いちごのブランド化や販
路拡大を進めており、昨年度は伊勢丹やそご
うにも品質が認められ、出荷できることに
なった。さらに、市全体の品質向上のため、
希望農家に対し、生育状況の確認や指導を
行っている。今後もいちご栽培へのＡＩロ
ボットの導入試験や、メロン栽培の試験を
行っていく。

問　市営住宅の募集状況と今後の展望は。
答　令和元年度は21戸に対し66件の応募が
あった。高齢者単身世帯向けや利便性の良い
住宅の募集があると倍率が高い。今後は、住
生活基本計画の基本方針「既存ストックの活
用」の観点から、既存建築物の活用が重要で
あると考える。住宅確保要配慮者の受け皿と
して、空き家等を活用したセーフティネット
住宅の検討とともに、既存の住宅政策との整
合を図っていきたい。

問　（仮称）越谷市立地域スポーツセンター
整備事業の市民からの意見募集方法は。
答　コミュニティ形成や賑わい創出の拠点と
して整備するため、民間活力を活用したＰＰ
Ｐ手法を用いて基本計画を策定した。コロナ
禍により、説明会での意見募集が難しいた
め、各地区センター等へのアンケート用紙等
の配置を考えている。今後、令和３年の民間
事業者の募集、建設工事を経て、令和５年の
供用開始を目指し取り組む。
▶反対討論
　消費税増税やコロナ禍により経済は深刻な
状況である。予算審議中から景気後退局面を
指摘し、基金取り崩しによる市民を守る施策

を要望してきたが、本市では国保特別会計へ
の繰出金削減や生活保護扶助費の削減など、
セーフティネットの役割がある施策におい
て、国の政策に従っており、住民福祉向上の
観点から市民理解は得られないと考えてい
る。民生費の諸施策をはじめ、市民にとって
かけがえのない事業がほとんどであるが、以
上の理由から反対する。
▶賛成討論
　歳入では、財政の安定と健全化に必要不可
欠な個人市民税や固定資産税、地方交付税な
どが増加し、各財政指標の水準維持につな
がっている。歳出では、多様化する子育て
ニーズへの施策が展開し、地域スポーツセン
ターや大沢地区センターの整備が開始した。
また、医療・保健・福祉の連携強化を図った
保健センターや道路・公園・治水対策等の都
市基盤整備、安心安全のための通学路への防
犯カメラ設置など、本市の将来像実現への取
り組みと判断し賛成する。

問　国民健康保険広域化の影響は。
答　国保広域化により運営主体が県となっ
た。以前は、インフルエンザなどの予期しな
い医療費の増額が発生した場合、市が法定外
繰入れの増額などをする必要があったが、医
療給付に要する費用の全額を県が市に交付す
る仕組みになり、財政運営が安定した。一
方、広域化に伴い生じた事務がある。
▶反対討論
　保険税調定額が前年度と比べ増額してい
る。高齢化による被保険者の減少がある一
方、その他一般会計繰入金減少による加入者
負担の増加が要因である。国の制度改正に伴
うものであるが、景気後退の中、非正規労働
者等が加入する保険制度で、加入者の負担増
には疑問がある。子どもの均等割軽減等の実
施自治体もある中、本市では行われておら
ず、基金取り崩しなど財源活用すべきであっ
たと考えるため、反対する。

　葬祭費などについて質疑がありました。

　要介護認定期間短縮や介護支援ボランティ
ア制度などについて質疑がありました。

　事業の進捗や大袋地区センターの今後のあ
り方などについて質疑がありました。

　雨水幹線整備の進捗状況と今後の見通しな
どについて質疑がありました。

　救急搬送応需率向上や収益確保、費用削減
対策などについて質疑がありました。

決算特別委員会の活動
　９月定例会では決算特別委員会を設置し、令和元年度の決算認定議案11件について審
査しました。※質疑のあった議案については主な質疑項目を掲載しています。また、賛否
が分かれた議案については、質疑項目と答弁要旨を掲載しています。
決算特別委員会委員（◎委員長、〇副委員長）
◎大野　保司　〇福田　　晃　　工藤　秀次　　野口　高明　　小林　成好　　
　野口　和幸　　小林豊代子　　細川　　威　　守屋　　亨　　岡野　英美

ＱＲコードを読み取ると、委員会の録画映像をご覧いただけます。



　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

任
期
満
了
に
伴
い
、
都
市
計
画
審
議

会
委
員
に
次
の
方
々
を
選
出
し
ま
し

た
。

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
大
和
田　
哲　
　
野
口　
高
明

　
野
口　
和
幸　
　
瀬
賀　
恭
子

　
大
野　
保
司　
　
細
川　
　
威

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
の
会
期
予

定
は
、
決
定
次
第
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
し
が
や
市
議
会
だ
よ
り
令
和
３

年
（
２
０
２
１
年
）
２
月
１
日
号
の

表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
越
谷
市
に
関
連
す
る
行
事
、
風
景
、

人
物
、
そ
の
他
季
節
に
合
う
も
の

応
募
規
定

　
１
人
１
回
に
つ
き
２
枚
ま
で
。

　
原
則
、
写
真
の
撮
影
期
間
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

応
募
資
格

　
越
谷
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
方

応
募
期
間

　
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
１
月

15
日
（
金
）
ま
で

応
募
方
法
・
応
募
先

　
応
募
票
に
写
真
を
添
え
て
議
会
事

務
局
（
本
庁
舎
４
階
）
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
表
紙
写
真
の
公
募
」
ペ
ー
ジ
に
あ

る
応
募
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
、
写
真

を
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
写
真

に
は
、
応
募
者
（
撮
影
者
）
の
氏
名
、

写
真
の
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
を
掲

載
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
写
真
は
表

紙
に
合
わ
せ
て
、
適
宜
ト
リ
ミ
ン
グ

や
文
字
の
追
加
等
の
画
像
編
集
を
行

い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
議
会
の
本
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継
と
録
画
中
継

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

８
月
か
ら
委
員
会
録
画
中
継
を
試
行

的
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
ご

と
に
一
つ
の
常
任
委
員
会
を
配
信
す

る
と
と
も
に
９
月
定
例
会
で
は
決
算

特
別
委
員
会
、
３
月
定
例
会
で
は
予

算
特
別
委
員
会
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
本
定
例
会
で
は
、
42
人
の
傍
聴
者

が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
感
想

か
ら
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
形
式
的
な
や
り
と
り
が
多
く
、
も

う
少
し
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
で
き
な

い
の
か
と
感
じ
た
。

■
市
民
と
し
て
、
議
会
、
行
政
に
関

心
を
持
つ
事
は
大
切
だ
と
思
う
。
議

会
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
よ
り

良
い
越
谷
市
と
な
る
事
を
期
待
す
る
。

《
市
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
取

り
組
み
（
パ
ソ
コ
ン
等
の
利
用
を
試

行
し
て
い
る
こ
と
）
に
つ
い
て
》

■
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
賛
成
。
し
か

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
よ
り
も
紙
の
方
が

見
や
す
い
と
い
う
人
に
も
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
。

■
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、
環
境
資
源

の
保
護
、
経
費
の
縮
減
、
仕
事
の
効

率
化
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
思
う
。

今
後
も
推
進
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　コロナ騒動で始まった今
年度も半年が過ぎ、肌寒く
なりました。赤とんぼが会
派控室のある市役所４階ベ
ランダまで遊びに来ました
よ。さまざまな行事が中止
になり、ソーシャルディス
タンスで人との距離が遠く
なりましたが、今後も市民
の皆さまにあたたかく寄り
添ったものであるよう、最
善を尽くしてまいります。

議会報専門協議会委員
松田　典子

編　集　後　記

こしがや市議会だより　令和２年（2020年）11月１日　　　　　❽

避難所運営マニュアル

第５次総合振興計画特別委員会の様子
第1章  計画の概要・第２章  越谷市の今
後の見通し・第３章  推進ビジョン

第４章　分野別計画

第５章 まち・ひと・しごと創生
越谷市総合戦略

こ
し
が
や
市
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問　財政予測の考え方は。
答　財政計画は法令や過去の予算・決算額、
人口推計等を基に作成している。第５次総
合振興計画の目標を達成するため、各担当
課からの要求に基づき、次年度予算に反映
するが、新型コロナウイルス感染症の影響
により予測困難であるため、さまざまな経
済指標等を参考に見通しを立てていきたい。

問　自治会加入率向上の取り組みは。
答　加入率は年々下がっている状況である
ため、昨年度から各自治会連合会に補助金
を交付し、各団体でアイデアを出しながら
加入促進事業に取り組んでいただいている。
今後も各自治会連合会、各自治会と連携し
ながら積極的に取り組んでいきたい。
問　がん検診受診率の目標値の考え方は。
また、分かりやすい表記の考えは。
答　目標値は国が設定した算定方法をもと
に設定しており、全住民数に対し市が実施
するがん検診の受診者数を割り返し、目標
値を算出している。受診率の算出方法が分

かりにくく、目標設定値が低く見えてしま
うことから、注釈を記載するなどし、分か
りやすく表現していきたい。
問　まるごとまちごとハザードマップ設置
に対する考え方は。
答　当事業は、街中に浸水予測等の情報を
目で見てわかるよう掲示する取り組みであ
り、来年度から５年をかけて市内全域に設
置する計画である。各自治会協力のもと、
浸水が多い地域から整備する予定であり、
電柱への設置も想定している。出張講座等
を通じて市民への周知を図っていきたい。
問　新型コロナウイルス感染症を踏まえた
避難訓練について記述する考えは。
答　新型コロナウイルス感染症を踏まえた
避難所開設運営
方針、避難所運
営マニュアルを
策定し、避難所
開設までのシ
ミュレーション
を各地区セン
ターや一部の小
中学校で検討し
ていただいてい
る。避難訓練の
取り組みについ
ても充実させて
いきたい。

問　流通業務地区における製造部門の建設
要件の緩和に向けて働きかけていく考えは。
また、想定される今後の協議の進め方は。
答　当該地区に対して、規制の誘導や緩和
を行った経緯はあるが、都市計画法上、製
造部門の建設が規制されている現状は変わ
らない。今後も有効な土地利用を図るとと
もに、新たな活用の可能性を含め国と県へ
の働きかけを検討したい。
問　小中一貫型小中学校整備後の中学校選
択制の取り扱いは。また、見直しの検討は。
答　中学校選択制の継続を考えているが、
施設整備との関係から、過去には中学校選
択制から除いた学校もあったため、必要に
応じて継続的に見直しながら、制度を運用
していきたい。

問　企業立地相談件数の指標の考え方は。
また、本市の顔となる企業を積極的に誘致
していく考えは。
答　荻島を中心とした産業用地の整備に当
たり、立地を目指す企業からの相談を指標
としているが、相談受付のみではなく、支
援制度なども検討している。さらに、新型
コロナウイルス感染症に対する考え方とし
て、本市の立地を活かすことも考えている。
それらを踏まえて積極的に誘致や相談の取
り組みを検討していきたい。

特別委員会の活動第５次総合振興計画
　8月 6日および 7日に開催された当委員会は、前期基本計画（素案）について質疑を行いました。質
疑の主な内容を掲載しています。
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